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1. はじめに

ベンガル湾北部からバングラデシュやインド北

東部にかけての地域では，しばしばメソ対流系

(MCS)が発生し，南進することが知られている

(Ohsawa et al., 2000; Webster et al., 2002; 

Zuidema, 2003; Kataoka and Satomura, 2005; 

Miyakawa and Satomura, 2006; Hoyos and 

Webster, 2007; Rafiuddin et al., 2013; Jain et al., 
2018)．しかし，これらの MCS の発生場所や日変

化特性などの気候学的特徴には不明な点が多い．

また，MCS 発生数の年々変動と降水量変動との関

係は未解明である．そこで，本研究では客観的に

検出した MCS データに基づいて，上記の課題を

明らかにすることを目的とした．

2. 方法

3 時間間隔の降水量データ TRMM3B42 ver.7

を用いて MCS の検出を行った．解析期間は，1998

年から2015年の3月~11月である．Carbone et al. 

(2002)の手法にならい，87°E から 93°E を東西平

均した時間-緯度断面図において，北向きまたは南

向きの移動を示し，降水強度が予め設定した閾値

を上回る降水事例を抽出し，これを MCS と定義

した．また，MCS 発生時の環境場を調べるために，

JRA55 を用いた総観場の解析も実施した． 

3. 結果と考察

はじめに，検出された MCS の気候学的特徴を

述べる．平均発生数は 1 年あたり 52 事例であっ

た．そのうち 37 事例が南進，15 事例が北進して

いる．陸上（バングラデシュおよびインド北東部）

および海上（ベンガル湾北部）に共通して，南進

する MCS が多いことが分かった．また，発生数

は概ね降水量の多い時期に対応して多くなるが，

陸上では 5 月～7 月，海上では 6 月～8 月に多く，

海陸で若干の違いが見られた．

MCS の発生には顕著な日周期性があった．海

上で発生するMCSは深夜から午前中（0時～9時）

に極大を持ち，陸上では夕方から夜中（18 時～3

時）を極大とする日変化を示した．図１に MCS

の発生場所の緯度分布を示す．陸上の主要な発生

場所は 25—26°N である．この緯度帯はヒマラヤの

山麓やメガラヤに対応していることから，斜面近

傍の局地循環が MCS の発生に関与していること

が示唆される．

図２に解析を行った1998年から2015年までの，

MCS 発生数の経年変化を示す．年々の変動はある

ものの，MCS の発生数は対象期間において有意な

減少傾向を示している．これは主要な発生時期で

あるモンスーン期の MCS 数が減少していること

に起因する．MCS 発生時の大気場は，下層の南西

風強化が特徴であるため，近年の発生数の減少は，

南西風の弱化傾向と整合している．また，対象地

域周辺のインド北東部 (Mahanta et al., 2013)や

バングラデシュ (Endo et al., 2015)では，強い降

水事例の減少が指摘されており，図２と矛盾しな

図１: MCS 発生数の緯度分布．黒棒は南向き，

白棒は北向きの MCS 発生頻度を示す． 
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い．対流圏下層の西～南西風が強い総観場の場合

には，10-20 日周期の季節内振動に伴ってバング

ラデシュの降水量が増加することが知られている 

(Fujinami et al., 2017)．モンスーン期（6-9 月）

における 925hPa 面の水平風は，本研究の解析期

間である 1998～2015 年の期間で，東～北東風偏

差が強まっていることから（図略），バングラデシ

ュの降水を抑制する方向に循環場の変化が生じて

いた．これらをふまえると，対流圏下層の西～南

西風弱化がバングラデシュ周辺の MCS の発生数

を減少させ，それが強い降水事例の減少へと寄与

している可能性が考えられる． 

 

４. まとめ 
 本研究では，TRMM3B42 データを用いて，ベ

ンガル湾北部からバングラデシュ，インド北東部

において発生する移動性メソ対流系の統計解析を

行った．特に，北向きおよび南向きに伝搬する

MCS を客観的に抽出し，その気候学的特徴と経年

変化を調べた．MCS の移動方向は南向きが主であ

り，発生場所は海岸線付近とメガラヤやヒマラヤ

の山岳近傍であった．MCS の発生数は，年々変動

は大きいものの，1998～2015 年の解析期間にお

いて有意な減少傾向を示した．これは，対流圏下

層の西～南西風弱化の傾向や，当該地域における

強い降水事例の減少傾向とも整合している．以上

の結果は，MCS の年々変動が降水量の年々変動を

説明するうえで重要な要因であることを示唆して

いる．すなわち，過去の降水量変動の診断や将来

の降水量予測において，メソスケール現象の長期

的な変化傾向とその要因を明らかにすることが重

要であるといえる． 
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